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本
校
で
は
、
数
学
の
学
習
内
容
の
増

加
に
対
し
て
進
度
を
確
保
す
る
た
め
に
、

分
野
に
よ
っ
て
軽
重
を
つ
け
な
が
ら
授

業
を
進
め
る
一
方
、
課
外
授
業
や
週
末

課
題
を
充
実
さ
せ
て
生
徒
の
学
習
時
間

を
確
保
し
、
章
末
テ
ス
ト
で
細
か
く
理

解
度
を
確
認
し
な
が
ら
、
授
業
内
容
の

定
着
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。「
数
学
Ⅲ
」

も
10
月
上
旬
に
は
教
科
書
の
内
容
を
終

え
、
今
は
演
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
で
す
が
、「
数
学
Ⅰ
・

Ａ
」
は
、「
デ
ー
タ
の
分
析
」
と
「
整
数

の
性
質
」
が
新
た
な
分
野
と
し
て
加
わ

り
、
出
題
内
容
も
大
き
く
変
わ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
ず
、「
数
学
Ⅰ
」
の
「
デ
ー

タ
の
分
析
」
は
、
必
答
の
小
問
と
し
て

の
出
題
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

生
徒
は
こ
の
分
野
に
不
安
を
感
じ
て
お

り
、
課
外
授
業
の
「
デ
ー
タ
の
分
析
」

の
回
で
は
、
参
加
者
が
普
段
よ
り
も
20

人
程
多
く
な
り
ま
す
。
生
徒
は
、
公
式

に
単
純
に
当
て
は
め
る
だ
け
の
問
題
は

解
け
る
の
で
す
が
、
少
し
で
も
ひ
ね
ら

れ
る
と
途
端
に
解
け
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
共
分
散
の
計
算
な
ど
も
苦
手
で

す
。
そ
こ
で
授
業
で
も
、
演
習
を
他
分

野
以
上
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
数
学
Ａ
」
の
「
整
数
の
性
質
」
は
選

択
問
題
に
す
る
と
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「『
数
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新
た
に
加
わ
っ
た
分
野
を
中
心
に

演
習
を
積
ま
せ
、入
試
対
応
力
を
付
け
る

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校
　
飯い

い

ず

み泉
雅
明

◎
創
立
１
１
７
年
の
伝
統
校
。
国
際
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、「
世
界
に
輝
け　

為
桜
学
園

『
光
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
。
◎
全
日
制
／
普
通
科

／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人
◎
２
０
１
４
年
度
入
試
合

格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、東
北
大
、筑
波
大
、

茨
城
大
、京
都
大
な
ど
に
１
２
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
６
０
６
人
が
合
格
。

数
学

セ
ン
タ
ー
試
験
で
出
題
内
容
が

大
き
く
変
わ
る「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」に
注
意

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校

飯
泉
雅
明

い
い
ず
み
・
ま
さ
あ
き

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年

目
。
進
路
指
導
部
。
数
学
科
。
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学
Ａ
』
の
３
項
目
の
内
容
の
う
ち
、
２

項
目
以
上
を
学
習
し
た
者
に
対
応
し
た

出
題
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
「
数

学
Ａ
」
の
３
つ
の
分
野
か
ら
大
問
が
各

１
問
出
題
さ
れ
、
う
ち
２
問
を
選
ぶ
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
本
校
で
は
、「
場

合
の
数
と
確
率
」
を
必
須
と
し
、
も
う

１
つ
は
自
分
の
得
意
・
不
得
意
に
応
じ

て
選
択
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、「
図
形
の
性
質
」
は
、
前
の
設
問

が
解
け
な
い
と
、
そ
の
後
の
設
問
も
解

け
な
い
ケ
ー
ス
が
比
較
的
多
く
あ
り
ま

す
。
生
徒
に
は
そ
の
リ
ス
ク
を
説
明
し
、

よ
く
考
え
て
選
ぶ
よ
う
に
と
伝
え
て
い

ま
す
。「
整
数
の
性
質
」
は
、
個
別
学
力

試
験
で
も
出
題
さ
れ
や
す
い
難
関
大
志

望
者
が
選
ぶ
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
数
学
Ⅱ
・
Ｂ
」
は
、
新
課
程
で
大
き

な
改
訂
が
な
い
た
め
、
例
年
通
り
の
出

題
内
容
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

過
去
２
年
間
出
題
の
な
い
「
三
角
関
数
」

は
出
題
の
可
能
性
が
十
分
あ
る
こ
と
を

生
徒
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。
難
易
度
は
、

新
課
程
入
試
初
年
度
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

易
し
く
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
度
入
試
と
14
年
度
入
試
と

の
中
間
の
難
易
度
と
予
測
し
、
生
徒
に

は
楽
観
視
し
な
い
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。

　

気
に
な
る
の
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の

試
作
問
題
で
、
問
題
文
を
読
み
込
ま
な

い
と
正
答
す
る
の
が
難
し
い
問
題
が
見

ら
れ
た
こ
と
で
す
。
数
学
に
お
い
て
も

読
解
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
制
限

時
間
内
に
多
く
の
問
題
を
解
く
処
理
能

力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
校
の
難
関
大

理
系
志
望
者
で
も
、「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
の

予
想
問
題
で
ま
だ
満
点
を
取
れ
て
い
ま

せ
ん
。
出
題
形
式
や
時
間
配
分
に
慣
れ

る
よ
う
、
セ
ン
タ
ー
試
験
形
式
の
演
習

に
何
度
も
取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

12
月
か
ら
は
、
課
外
授
業
で
志
望
大

別
対
策
講
座
を
開
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
主
に
難
関
大
理
系
志
望
者
を
対
象

に
し
た
課
外
と
、
数
学
が
苦
手
な
生
徒

を
対
象
と
し
た
基
礎
・
基
本
を
中
心
に

指
導
す
る
課
外
で
す
。
冬
休
み
に
も
同

様
の
講
座
を
行
い
、
生
徒
の
習
熟
度
に

応
じ
た
指
導
を
す
る
予
定
で
す
。

　

た
と
え
１
月
で
あ
っ
て
も
、
苦
手
分

野
が
あ
れ
ば
、
教
科
書
の
説
明
や
例
題

を
理
解
し
て
い
る
か
、
基
礎
・
基
本
に

立
ち
返
っ
て
学
習
す
る
よ
う
に
指
導
し

ま
す
。
直
前
期
だ
か
ら
こ
そ
基
礎
・
基

本
を
見
直
す
こ
と
が
も
う
５
点
、
10
点

に
つ
な
が
る
方
法
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
学
力
試
験
で
「
数
学
Ⅲ
」

が
課
さ
れ
る
生
徒
に
は
、
セ
ン
タ
ー
試

験
対
策
の
合
間
に
「
数
学
Ⅲ
」
の
問
題

も
解
く
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
後
は
、
個
別
学
力
試

験
に
向
け
、
各
自
、
志
望
校
の
過
去
問

題
を
解
き
、
自
己
採
点
を
し
て
、
不
明

な
点
な
ど
を
教
師
に
質
問
す
る
個
別
指

導
が
中
心
と
な
り
ま
す
。「
数
学
Ⅲ
」
に

つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
の
間
、

少
し
離
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
教
科

書
の
全
例
題
を
解
き
直
す
総
復
習
を
３

日
間
行
っ
て
か
ら
演
習
に
入
り
ま
す
。

　

理
系
の
個
別
学
力
試
験
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、「
数
学
Ⅲ
」
の
「
複
素
数
平
面
」

の
扱
い
で
す
。
大
学
側
と
し
て
は
出
題

し
た
い
分
野
の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

15
年
度
入
試
は
旧
課
程
生
も
受
験
す
る

た
め
、「
複
素
数
平
面
」
の
本
格
的
な
出

題
は
来
年
度
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、「
数
学
Ⅲ
」
は
「
微
分

法
」
や
「
積
分
法
」
な
ど
、
旧
課
程
と

の
共
通
範
囲
に
重
点
を
置
い
て
、
演
習

を
積
ま
せ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
に
加
え

て
、
頻
出
の
「
ベ
ク
ト
ル
」
と
「
数
列
」

の
対
策
も
漏
ら
さ
ず
行
う
よ
う
指
導
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
複
素
数
平
面
」
の

出
題
の
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
の
で
、

直
前
期
に
は
、
生
徒
に
教
科
書
の
章
末

問
題
と
傍
用
問
題
集
を
解
き
直
す
よ
う

指
導
す
る
予
定
で
す
。

　

文
系
の
個
別
学
力
試
験
対
策
で
は
、

「
微
分
法
」「
積
分
法
」「
数
列
」「
ベ
ク

ト
ル
」、
難
関
大
志
望
者
に
は
そ
れ
に
加

え
「
整
数
の
性
質
」
を
中
心
に
演
習
を

積
ま
せ
ま
す
。「
整
数
の
性
質
」
は
こ
れ

ま
で
も
一
部
の
難
関
大
で
出
題
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
新
課
程
で
分
野
と
し
て

確
立
し
た
た
め
、
ど
の
大
学
で
も
出
題

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
個
数
の

処
理
と
絡
め
た
問
題
や
、
与
え
ら
れ
た

式
が
あ
る
数
の
倍
数
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
よ
う
な
問
題
は
、
難
関
大
以
外

で
も
出
題
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予

想
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
生
徒

が
苦
手
と
し
て
い
る
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

の
互
除
法
を
利
用
し
て
整
数
の
組
を
１

つ
見
付
け
る
問
題
な
ど
も
狙
わ
れ
や
す

い
の
で
、
解
け
る
よ
う
に
さ
せ
て
お
き

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

＊この記事は、2014年10月に行ったインタビューを基に作成しています。
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直
前
で
も
基
礎
に
戻
る
こ
と
が

も
う
５
点
、10
点
に
つ
な
が
る

新
旧
課
程
の
共
通
範
囲
を

重
点
的
に
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新
課
程
の
「
物
理
」
の
学
習
内
容
が

旧
課
程
の
「
物
理
Ⅰ
」
に
比
べ
て
約
２

倍
に
増
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ

て
セ
ン
タ
ー
試
験
の
「
物
理
」
の
内
容

も
大
き
く
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

生
徒
の
理
解
度
を
測
る
た
め
に
、
広
い

学
習
範
囲
か
ら
満
遍
な
く
、
旧
課
程
の

１
つ
前
の
「
物
理
Ⅰ
Ｂ
」
の
時
に
よ
く

出
題
さ
れ
た
よ
う
な
、
各
分
野
の
典
型

的
な
問
題
が
多
く
な
る
と
推
測
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
物
理
Ⅰ
Ｂ
」
の
過

去
問
題
な
ど
を
通
し
て
各
分
野
の
典
型

問
題
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
は

得
点
し
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。
た
だ
、

新
課
程
で
は
探
究
が
重
視
さ
れ
て
い
る

た
め
、
考
察
力
が
必
要
な
実
験
問
題
の

出
題
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が

ど
の
分
野
に
な
る
か
は
予
測
で
き
ず
、

全
て
の
分
野
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

問
題
構
成
で
は
、
小
問
の
総
数
は
従

来
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
し
て
も
、
大
問
数

は
従
来
よ
り
１
つ
増
え
て
５
つ
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
問
数
の
変
化
は
、

出
題
の
さ
れ
方
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

例
え
ば
、
新
た
に
加
わ
っ
た
「
原
子
」

の
分
野
は
、
大
問
数
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
、
小
問
で
し
か
問
わ
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
問
数
が
増
え
る
と

す
れ
ば
、「
原
子
」
に
特
化
し
た
大
問
が

作
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
「
一
部

に
選
択
問
題
を
配
置
す
る
」
と
発
表
し

て
い
る
た
め
、履
修
が
遅
く
な
る
「
原
子
」

は
大
問
で
出
題
さ
れ
る
場
合
、
選
択
問

題
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
公
立
大
の
個
別
学
力
試
験

の
内
容
は
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、「
原
子
」
か
ら
の
出
題

は
ど
の
大
学
で
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま

す
か
ら
、
出
題
を
前
提
に
し
て
対
策
を

立
て
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、

以
前
か
ら
「
原
子
」
に
関
連
す
る
出
題

を
し
て
い
た
大
学
や
、
素
粒
子
の
研
究

に
実
績
が
あ
る
大
学
な
ど
で
は
、
よ
り

狙
わ
れ
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
難
易

度
の
高
い
実
験
問
題
で
問
わ
れ
て
も
、

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
題
形
式

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
大
学
の
傾

向
を
踏
襲
す
れ
ば
、「
力
学
」「
電
磁
気
」

に
加
え
て
、「
波
動
」「
熱
」「
原
子
」
か

ら
１
問
な
い
し
は
２
問
を
出
題
す
る
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
こ
の
傾
向
も
大
き
く

変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
電

磁
気
」
や
「
波
動
」
な
ど
に
「
原
子
」

の
内
容
を
絡
め
る
な
ど
の
融
合
型
問
題

が
出
題
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

本
校
の
物
理
の
指
導
で
は
、
教
科
書

を
進
め
て
い
る
時
に
は
柱
と
な
る
事
項

を
押
さ
え
さ
せ
、
教
科
書
の
内
容
を
ひ

と
通
り
終
え
て
か
ら
演
習
を
通
し
て
細

部
へ
の
理
解
を
深
め
さ
せ
て
い
ま
す
。

上
位
ク
ラ
ス
で
は
、
教
科
書
の
内
容
を

終
え
た
９
月
下
旬
以
降
、
図
解
を
要
す

る
問
題
な
ど
、
物
理
独
特
の
考
え
方
が

必
要
な
問
題
を
、「
原
子
」
を
含
む
あ
ら

ゆ
る
分
野
か
ら
集
め
、
生
徒
に
取
り
組

ま
せ
ま
し
た
。

　

多
く
の
生
徒
が
理
解
に
苦
労
し
て
い

た
の
は
、
文
字
を
扱
う
問
題
に
お
い
て
、

そ
の
文
字
が
変
数
か
定
数
か
、
正
か
負

か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

な
問
題
へ
の
対
応
で
し
た
。
そ
う
し
た

問
題
は
、
難
関
国
公
立
大
の
個
別
学
力

試
験
で
は
分
野
に
か
か
わ
ら
ず
出
題
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
継
続

し
て
指
導
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、
10
月
の
進
研
記
述
模
試
で
は
、

制
限
時
間
内
に
全
問
を
解
き
終
え
ら
れ

な
か
っ
た
生
徒
が
目
立
ち
ま
し
た
。
そ

の
要
因
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
１
つ
め

は
理
解
不
足
で
、
特
に
２
年
生
の
１
、２
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特
定
の
分
野
に
偏
ら
ず

満
遍
な
く
対
策
を

必
履
修
分
野
の「
原
子
」は

出
題
さ
れ
る
前
提
で
対
策
を
立
て
る

長
崎
県
立
諫い

さ

早は
や

高
校
　
後う

し
ろ

田だ

康
蔵

◎
創
立
１
０
３
年
の
伝
統
校
。
校
訓
は
「
自
立
創
造
」。

２
０
１
０
年
度
に
中
学
校
を
併
設
し
、
併
設
型
中
高
一
貫

教
育
を
行
う
。
◎
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
・
理
数

科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人
◎
２
０
１
４
年
度
入
試

合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
京
都
大
、
大

阪
大
、
九
州
大
な
ど
に
２
２
７
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
３
３
人
が
合
格
。

物
理

長
崎
県
立
諫
早
高
校

後
田
康
蔵

う
し
ろ
だ
・
こ
う
ぞ
う

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。
物
理
担
当
。

直
前
期
に
教
科
書
を
再
読
さ
せ

本
質
的
な
理
解
を
深
め
さ
せ
る
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学
期
に
学
習
し
た
「
力
学
」
の
内
容
を

多
く
の
生
徒
が
忘
れ
か
け
て
い
ま
し
た
。

２
つ
め
は
、
計
算
が
遅
い
な
ど
技
術
的

な
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
も
、
演
習
量
を

積
め
ば
克
服
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

直
前
期
に
は
、
教
科
書
を
読
ま
せ
る

こ
と
も
重
視
し
ま
す
。
演
習
で
つ
ま
ず

い
た
と
こ
ろ
は
、
必
ず
教
科
書
の
例
題

な
ど
に
戻
り
、
基
礎
か
ら
確
認
す
る
よ

う
に
指
導
し
ま
す
。
物
理
の
教
科
書
に

は
難
解
な
記
述
が
多
く
、
内
容
を
し
っ

か
り
理
解
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度

の
演
習
量
を
こ
な
し
て
か
ら
読
む
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
最

初
に
読
ん
だ
時
に
は
十
分
に
理
解
で
き

な
か
っ
た
グ
ラ
フ
や
図
の
意
味
な
ど
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
物
理
に
対
す
る

本
質
的
な
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

12
月
か
ら
は
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
に

力
を
入
れ
ま
す
。「
物
理
Ⅰ
Ｂ
」
時
代
を

含
む
、
過
去
問
題
か
ら
良
問
を
抜
粋
し

て
復
習
さ
せ
、
そ
の
後
、
大
問
構
成
や

出
題
傾
向
が
異
な
る
問
題
を
60
分
間
分

選
び
、
そ
れ
ら
を
生
徒
に
解
か
せ
ま
す
。

典
型
的
な
問
題
や
考
察
力
の
必
要
な
問

題
、「
原
子
」
の
大
問
な
ど
、
本
番
で
出

題
さ
れ
そ
う
な
様
々
な
問
題
・
形
式
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
直
前
期

に
は
、
時
間
的
な
負
担
を
変
え
な
が
ら

対
応
力
を
養
い
ま
す
。
自
己
採
点
後
、

疑
問
が
あ
れ
ば
、
教
科
書
で
確
認
し
た

上
で
質
問
に
く
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
後
は
、
国
公
立
大
の

個
別
学
力
試
験
に
向
け
、
東
京
大
・
京

都
大
、
旧
帝
大
、
広
島
大
、
長
崎
大
・

熊
本
大
と
、
志
望
別
に
ク
ラ
ス
を
編
成

し
ま
す
。
ど
の
ク
ラ
ス
で
も
、
各
大
学

で
以
前
か
ら
頻
出
の
分
野
の
他
、「
原
子
」

の
問
題
に
も
取
り
組
ま
せ
る
予
定
で
す
。

　

個
別
学
力
試
験
の
出
題
傾
向
は
従
来

通
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
教
材
に

は
過
去
問
題
を
用
い
ま
す
が
、
生
徒
に

は
２
０
１
５
年
度
入
試
で
は
大
問
数
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、

注
意
を
呼
び
掛
け
る
つ
も
り
で
す
。
個

別
学
力
試
験
の
試
験
時
間
が
例
年
よ
り

長
く
な
っ
て
い
れ
ば
、
大
問
数
が
増
え

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
か
ら
、
生
徒
に
は
志
望
校
の
募
集
要

項
を
選
択
問
題
の
有
無
な
ど
の
出
題
範

囲
と
併
せ
て
し
っ
か
り
確
認
す
る
よ
う

に
伝
え
る
つ
も
り
で
す
。

　

本
校
の「
化
学
」
の
指
導
で
は
、３
年

生
２
学
期
の
期
末
考
査
前
の
11
月
下
旬

に
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
を
本
格
化
さ
せ

ま
す
。授
業
中
の
演
習
で
は
、過
去
問
題

か
ら
、新
課
程
入
試
で
も
出
題
が
予
想
さ

れ
る
実
験
・
観
察
の
良
問
な
ど
を
抜
粋

し
、
生
徒
が
１
問
解
く
ご
と
に
、
選
択

肢
の
合
理
的
な
絞
り
方
な
ど
を
解
説
し

ま
す
。
更
に
、
そ
の
問
題
と
関
連
す
る
他

分
野
に
つ
い
て
も
併
せ
て
説
明
し
ま
す
。

　

冬
休
み
中
の
補
習
で
は
、
１
日
１
か

年
分
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
予
想
問
題
に
、

本
番
と
同
じ
制
限
時
間
60
分
間
で
取
り

組
ま
せ
ま
す
。
小
問
の
総
数
は
従
来
と

ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
問
題

を
解
き
な
が
ら
時
間
配
分
を
身
に
付
け

さ
せ
る
た
め
で
す
。
た
だ
、
全
問
を
解

き
終
え
る
目
安
は
、
旧
課
程
指
導
時
よ

り
も
５
分
短
く
し
、
45
分
間
と
す
る
つ

も
り
で
す
。
と
い
う
の
は
、「
化
学
」で
も
、

一
部
に
選
択
問
題
が
配
置
さ
れ
る
と
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
表
さ
れ
て
お

り
、
選
択
問
題
の
中
で
ど
の
大
問
が
自

分
に
と
っ
て
解
き
や
す
い
の
か
を
冷
静

に
見
極
め
る
た
め
の
時
間
を
、
見
直
し

の
時
間
と
共
に
確
保
さ
せ
る
た
め
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
に
は
そ
の
趣
旨
を
説

明
し
、
精
神
面
で
も
本
番
に
近
い
形
で

演
習
が
積
め
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

＊この記事は、2014年10月に行ったインタビューを基に作成しています。
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段
階
的
演
習
に
よ
り
、様
々
な

問
題
へ
の
対
応
力
を
付
け
る

選
択
問
題
の
選
定
を
想
定
し

解
答
時
間
を
５
分
短
く
設
定

生
徒
の
理
解
が
特
に
不
十
分
な
部
分
を

中
心
に
演
習
を
積
ま
せ
る

兵
庫
県
立
宝
塚
北
高
校
　
小
宮
山
宏
之

◎
校
訓
は
「
自
律
・
協
調
・
勤
労
・
創
造
」。
２
０
１
４

年
度
に
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
科
を
設
置
。
◎
全
日
制

／
普
通
科
・
演
劇
科
・
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
科
／
共
学

／
１
学
年
約
３
２
０
人
◎
２
０
１
４
年
度
入
試
合
格
実
績

（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神

戸
大
な
ど
に
１
６
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、同
志
社
大
、

立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
７
０
６
人
が
合
格
。

化
学

兵
庫
県
立
宝
塚
北
高
校

小
宮
山
宏
之

こ
み
や
ま
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。
化
学
担
当
。
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大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
発
表
し
た
セ

ン
タ
ー
試
験
「
生
物
」
の
試
作
問
題
は
、

知
識
理
解
を
問
う
問
題
が
中
心
で
、
本

番
の
問
題
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
は
な

り
に
く
い
も
の
で
し
た
。「
生
物
」
は
主

に
理
系
の
生
徒
が
選
択
す
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
他
教
科
と
同
程
度
の
平
均
点

を
維
持
す
る
た
め
に
、
旧
課
程
の
「
生

物
Ⅰ
」
よ
り
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
ま
す
。
留
意
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
点
は
、
難
化
し
た
２
０
１
４
年
度

　

選
択
問
題
に
は
、
新
課
程
で
新
た
に

加
わ
っ
た
「
高
分
子
化
合
物
」
の
問
題

が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測
し

ま
す
。
そ
れ
は
、
教
科
書
の
最
後
に
扱

う
内
容
で
あ
り
、
履
修
が
遅
く
な
る
た

め
で
す
。「
高
分
子
化
合
物
」
に
「
有
機

化
学
」
の
内
容
を
絡
め
た
分
野
融
合
問

題
と
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
分

野
融
合
問
題
は
セ
ン
タ
ー
試
験
の
試
作

問
題
に
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
本
番
で

も
出
題
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
や
核
酸
の
構

造
な
ど
、
授
業
で
「
触
れ
る
こ
と
」「
扱

う
こ
と
」
と
学
習
指
導
要
領
に
明
記
さ

れ
て
い
る
内
容
は
、
知
識
理
解
を
問
う

正
誤
判
定
問
題
な
ど
で
出
題
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
取
り

こ
ぼ
し
を
防
ぐ
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
試

験
直
前
期
に
生
徒
に
改
め
て
説
明
し
、

教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
見
直
す
よ
う
に
指

導
す
る
予
定
で
す
。

　

国
公
立
大
の
個
別
学
力
試
験
や
私
立

大
入
試
に
向
け
て
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験

後
、
東
京
大
・
京
都
大
、
旧
帝
大
、
地

方
国
公
立
大
、
私
立
大
と
、
志
望
別
に

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
１
コ

マ
80
分
間
の
対
策
講
座
を
開
き
ま
す
。

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
マ
ル
コ
フ
ニ
コ
フ

則
や
ケ
ト
・
エ
ノ
ー
ル
互
変
異
性
、
ジ

ア
ス
テ
レ
オ
マ
ー
な
ど
、
教
科
書
に
記

載
さ
れ
て
い
な
が
ら
授
業
で
大
き
く
扱

わ
な
か
っ
た
発
展
的
な
内
容
を
解
説
し
、

更
に
個
別
学
力
試
験
や
難
関
大
模
試
な

ど
の
過
去
問
題
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
問
題

を
教
師
が
つ
く
り
、
そ
れ
を
生
徒
に
取

り
組
ま
せ
る
予
定
で
す
。

　

個
別
学
力
試
験
の
出
題
傾
向
は
、
新

課
程
に
な
っ
て
大
き
く
変
わ
る
と
は
考

え
に
く
く
、
今
年
度
も
こ
れ
ま
で
の
頻

出
の
分
野
を
中
心
に
対
策
を
行
う
つ
も

り
で
す
。
例
え
ば
、
化
学
平
衡
や
有
機

化
合
物
の
構
造
推
定
な
ど
は
、
15
年
度

入
試
で
も
多
く
の
大
学
で
出
題
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い

て
は
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
幅
広
い
難

度
の
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
つ
も
り
で

す
。
取
り
上
げ
た
事
項
が
出
題
さ
れ
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
将
来
、
別
の
場
面

で
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

対
策
講
座
で
は
、
特
に
「
有
機
化
学
」

に
力
を
入
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
ど
の
大

学
の
入
試
で
も
よ
く
出
題
さ
れ
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
本
校
の
生
徒
の
多
く

が
苦
手
と
し
て
い
る
分
野
だ
か
ら
で
す
。

「
有
機
化
学
」
は
、
旧
課
程
で
は
３
年
生

の
春
頃
ま
で
に
は
授
業
で
の
説
明
が
終

わ
っ
て
お
り
、
夏
休
み
に
重
点
的
に
復

習
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
は
授
業
で
扱
う
の
が
９

月
に
な
っ
て
し
ま
い
、
知
識
を
定
着
さ

せ
る
時
間
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
生
徒

は
理
解
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
10

月
以
降
、
補
習
な
ど
で
も
「
有
機
化
学
」

に
は
重
点
を
置
い
て
指
導
し
て
き
ま
し

た
が
、
対
策
講
座
で
も
特
に
多
く
演
習

を
積
ま
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
高
分
子
化
合
物
」
へ
の
指
導

も
対
策
講
座
で
重
視
し
ま
す
。
旧
課
程

で
は
選
択
履
修
分
野
だ
っ
た
た
め
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
出
題
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
新
課
程
で
は
必
修
な
の
で
、

ど
の
大
学
で
出
題
さ
れ
て
も
お
か
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
教
科
書
の
最

後
で
扱
う
分
野
で
あ
り
、
生
徒
の
理
解

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
直
前
期
に
過
去
問
題
を
な
る
べ
く

多
く
解
か
せ
た
い
と
、
今
、「
高
分
子
化

合
物
」
の
問
題
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
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苦
手
な
生
徒
が
多
い
有
機
化
学
、

必
修
の
高
分
子
化
合
物
に
注
力

安
易
な
易
化
予
測
は
せ
ず

し
っ
か
り
対
策
を

増
加
し
た
学
習
内
容
に
引
き
ず
ら
れ
て

指
導
が
細
か
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
留
意

石
川
県
立
金
沢
錦に

し
き
が
お
か丘
高
校
　
西
川
祥
司

生
物



新 課 程 指導最前線

入
試
の
セ
ン
タ
ー
試
験
「
生
物
Ⅰ
」
で
、

基
本
的
な
知
識
を
理
解
し
た
上
で
更
に

考
察
さ
せ
る
よ
う
な
問
題
が
増
え
て
い

た
こ
と
で
す
。
新
課
程
の
趣
旨
は
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
を
高
め
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
か
ら
、「
生
物
Ⅰ
」
の

出
題
傾
向
が
、
新
課
程
入
試
の
「
生
物
」

に
お
い
て
も
続
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
生
物
」
の
大
問
数
は
「
生
物
Ⅰ
」
と

同
じ
５
問
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
一
部
に
選

択
問
題
を
配
置
す
る
」
と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
問
題
数
や
領
域
な
ど
に
は
触
れ

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
高
校
で
の
進
度

に
配
慮
し
た
」と
い
う
理
由
か
ら
考
え
る

と
、
あ
く
ま
で
も
推
測
で
す
が
、「
生
態

と
環
境
」
や「
生
物
の
進
化
と
系
統
」
な

ど
教
科
書
の
後
方
に
あ
る
分
野
が
選
択

問
題
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
生
物
基
礎
」
の
大
問
数
は
、
学
習
指

導
要
領
の
指
定
範
囲
の
「
生
物
と
遺
伝

子
」「
生
物
の
体
内
環
境
の
維
持
」「
生

物
の
多
様
性
と
生
態
系
」
か
ら
各
１
問
、

計
３
問
と
推
測
し
ま
す
。
主
に
文
系
受

験
者
が
選
択
す
る
の
で
、
あ
ま
り
難
し

く
な
く
、
知
識
問
題
が
中
心
か
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
基
礎
と
は
い
え
思
考
力

や
計
算
を
要
す
る
問
題
も
想
定
さ
れ
ま

す
。
文
系
受
験
者
は
計
算
が
苦
手
な
生

徒
が
多
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　　

本
校
の
理
系
で
は
教
科
書
を
全
て
終

え
る
10
月
上
旬
か
ら
演
習
を
始
め
ま
す
。

教
科
書
を
進
め
て
い
る
間
は
ど
う
し
て

も
進
度
優
先
と
な
り
、
生
徒
の
知
識
の

定
着
度
に
は
や
や
心
配
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
教
科
書
を
終
え
ず
し
て
演
習

に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
補
強
を
要
す
る
箇

所
は
演
習
時
に
補
う
こ
と
と
し
て
進
め
、

10
月
に
入
る
ま
で
に
教
科
書
は
完
了
と

教
師
間
で
意
思
統
一
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
時
に
留
意
し
て
い
る
の
は
、「
生

物
基
礎
」
も
「
生
物
」
も
、教
科
書
に
よ
っ

て
各
分
野
の
扱
い
方
や
登
場
す
る
用
語

な
ど
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
に
限
ら
ず
、
入
試

で
は
、
使
用
す
る
教
科
書
の
違
い
が
試

験
を
受
け
る
上
で
有
利
・
不
利
と
な
る

よ
う
な
問
題
に
は
し
に
く
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
教
科
書
を
見
比
べ
、
各
社
共

通
し
て
詳
し
い
部
分
は
丁
寧
に
教
え
る
、

自
校
の
教
科
書
で
は
記
述
が
詳
し
く
て

も
、
他
社
で
の
扱
い
が
軽
け
れ
ば
あ
ま

り
時
間
を
掛
け
な
い
、
更
に
は
、
他
社

の
教
科
書
に
出
て
い
て
、
自
校
の
教
科

書
に
は
記
述
が
な
い
箇
所
が
あ
れ
ば
、

指
導
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
っ

た
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
用
語
や
生
物
名
が
増
え
た
の

も
新
課
程
の
特
徴
で
す
。
生
徒
は
ど
こ

ま
で
覚
え
れ
ば
よ
い
の
か
迷
い
が
ち
な

の
で
、
教
師
の
あ
る
程
度
の
提
示
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
効

率
の
良
い
学
習
を
指
導
す
る
こ
と
は
、

セ
ン
タ
ー
試
験
理
科
２
科
目
と
負
担
が

重
く
な
っ
た
文
系
の
生
徒
が
、
国
公
立

大
を
諦
め
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

入
試
直
前
期
の
指
導
は
、
旧
課
程
に

比
べ
学
習
内
容
が
深
く
な
り
、
他
分
野

と
の
融
合
問
題
と
し
て
も
出
題
さ
れ
や

す
い
「
免
疫
」
や
「
ゲ
ノ
ム
」
な
ど
を

以
前
よ
り
も
丁
寧
に
指
導
し
、
そ
れ
以

外
は
必
要
以
上
に
新
課
程
を
意
識
し
す

ぎ
ず
、
従
来
型
の
手
法
で
仕
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

直
前
期
の
時
間
で
、
増
加
し
た
学
習
内

容
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
全
て
教
え

よ
う
と
せ
ず
、
あ
る
程
度
の
取
捨
選
択

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
移
行
し
た
内
容
を
ど
う
扱

う
か
も
考
え
ど
こ
ろ
で
す
。
メ
ン
デ
ル

の
法
則
な
ど
は
教
科
書
か
ら
説
明
が
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
理
解
し
て

い
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
事
項
が
あ
り

ま
す
。
結
局
、
指
導
が
必
要
で
す
し
、

そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
、
生
徒
の
重
い

負
担
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

直
前
期
で
も
基
礎
で
つ
ま
ず
い
て
い

る
生
徒
に
は
、
問
題
文
の
重
要
箇
所
に

線
を
引
き
な
が
ら
、
よ
く
読
む
よ
う
指

導
し
て
い
ま
す
。
知
識
が
あ
っ
て
も
、

問
題
文
か
ら
出
題
意
図
を
読
み
取
れ
ず

に
解
け
な
い
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。

読
解
力
は
す
ぐ
に
は
身
に
付
か
な
い
の

で
、
入
試
直
前
ま
で
演
習
を
１
つ
で
も

多
く
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

＊この記事は、2014年10月に行ったインタビューを基に作成しています。
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教
科
書
を
見
比
べ

指
導
に
軽
重
を
つ
け
る

免
疫
や
ゲ
ノ
ム
を
中
心
に
し
つつ

従
来
通
り
の
演
習
を
重
ね
る

◎
２
０
１
３
年
度
に
創
立
50
年
を
迎
え
た
。
２
０
０
４
年

度
に
中
学
校
を
併
設
し
、
中
高
一
貫
教
育
を
行
う
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
１
０
人

◎
２
０
１
４
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公

立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
金
沢
大
、
大
阪
大
な

ど
に
１
５
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
４
７
０
人
が
合
格
。

石
川
県
立
金
沢
錦
丘
高
校

西
川
祥
司

に
し
か
わ
・
し
ょ
う
じ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年

目
。
進
路
指
導
課
主
任
。
生
物
担
当
。




